


補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 2,750,000

交付金額 2,750,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

2,750,000

2,750,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

農業集落排水施設中継ポンプ制御盤購入

渡名喜村長

渡名喜村地内

　現在中継ポンプの制御盤が経年劣化に伴い故障しているため、運転切り替え
や警報等の確認ができないなど、適切な下水の排水に支障をきたしており、大
雨や台風の際に汚水等が漏れ出すなどの恐れがある。
　このことから、本事業により中継ポンプの制御盤を購入することで、適切な下
水の処理や雨水等の速やかな処理を実施し、村内の衛生環境の維持を図るも
のである。

【補助事業の成果及び評価】

今後も引き続き定期的な点検及び整備を実施し、制御盤を適正な状態に維持
するとともに、村内の衛生環境の維持に努める。

無し

中継ポンプ制御盤　一式

令和４年度

　本制御盤の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨をいか
の方法により村民へ周知した（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの
掲示も含む）。
①機器本体への記載
②村ホームページへの記載

　本事業を実施したことにより、適切な下水の処理や雨水等を排水施設へ円滑に送
り込むことができ、村内の衛生環境の維持を図ることができた。
　尚、中継ポンプ制御盤整備後１年間の故障及び不具合等の発生がないことから、
適正な下水及び雨水等の処理が実施され、安定的に村内の衛生環境が維持され
ていると評価する。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,920,000

交付金額 7,920,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

7,920,000

7,920,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

堆肥管理車両購入

渡名喜村長

渡名喜村内

　本村では、家庭からでる生ごみを堆肥化し、生産した堆肥を農地に還元する
ことで農用地の地力向上や生産性の向上として農業振興に寄与してきた。
　しかし、堆肥管理施設における堆肥の攪拌や圃場への運搬作業に必要な車
両が整備されていないことから、安定的な堆肥生産に支障をきたしている状況
にあり、堆肥管理施設の作業能力、生産能力、品質管理の向上が必要である。
　このことから、堆肥管理施設へ堆肥管理車両を整備することにより安定的な堆
肥生産、管理ができ、これらを農地に還元することで地力増進、生産性の向上
が図られ、地域全体の農産業振興に寄与する。

【補助事業の成果及び評価】

　生ごみ処理機を更新し堆肥を生産できる状況が整い次第、堆肥の攪拌や圃
場への運搬作業に使用する。
　今後も安定的堆肥生産、管理を行い、地域全体の農産業振興を図る。

なし

物品購入　2tダンプトラック1台　ミニホイルローダー1台

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を下記の方法に
より（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）村民への周
知を図った。
　１）村ホームページへ掲載
　２）村広報誌へ掲載（5月号）
　３）本備品への記載

　各家庭から出る生ごみを処理する生ごみ処理機が、耐用年数を迎えたことで機器
が劣化し稼働していない状況にあり、今年度は堆肥を生産することができていないこ
とから、堆肥生産量の確認はできなかった。しかし、堆肥管理車両を活用し、堆肥管
理車両購入以前までに生産していた既存分の堆肥の攪拌やその堆肥の圃場への
運搬を行っており、生産性の向上が図られ地域全体の農産業振興に寄与している
と考える。
　堆肥の攪拌量：２，５６０kg
　堆肥の圃場への運搬量：２，０００kg
　【地域住民への周知の実施状況】





補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,841,900

交付金額 7,841,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

7,841,900

7,841,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

環境衛生車両購入

渡名喜村長

渡名喜村地内

　本村では年間約110トンのごみが排出されており、ごみ処理や資源化には人
力や小型重機等での作業を行っている。
　しかしながら、現在保有しているバックホーは、購入から13年が経過し、老朽
化による車両の腐食、不具合により使用できない状態であり、安全かつスムーズ
な作業に支障をきたしている。また、資源化物の運搬作業に使用している2トン
ダンプトラックについては、老朽化のため廃棄しており、作業車両が不足してい
ることから、運搬作業に時間を要している状況である。
　このことから、本事業により車両の更新を行うことで、安全で効率的な作業を行
い、地域住民の環境衛生に係る生活環境の向上を図るものである。

【補助事業の成果及び評価】

　今後も安定的な運搬作業を行い、地域住民の環境衛生に係る生活環境の向
上に務める。

なし

物品購入　２ｔダンプトラック1台、バックホー1台

令和４年度

　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を下記の方法に
より（防衛省と地域社会の協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）、村民への周
知を図った。
①村ホームページへ掲載
②村広報誌へ掲載
③本備品への記載

　本事業を実施したことにより、安全かつスムーズな運搬作業に取り組むことができ、
村内の衛生環境に係る生活環境の向上を図ることができた。
整備後１年間の稼働日数
2tダンプトラック：12日
バックホー：20日

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和2年度 令和3年度 令和4年度 計
円 円 円

交付金額 14,411,000 0 9,669,000

市町村費 0 0 0

運用益 0 0 0

計 14,411,000 0 9,669,000

0 6,020,000 6,020,000

14,411,000 8,391,000 12,040,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本村内では、住民からの要望により、1日の家庭ごみの収集（月・水・金）を午
前・午後の2回収集することによってごみの出し忘れや、帰村した方が午後でも
ごみを出せる環境を整え、地域住民の生活環境の向上を図っている。
　このため、本事業を実施することにより、渡名喜村内の環境衛生向上に努め
る。

（参考指標）
事業実施期間中のゴミ収集日数258日

【補助事業の成果及び評価】

今後もごみ収集日数を正確に確認・管理することで、さらに地域住民の生活環
境の向上につなげていく。

なし

ごみ処理作業員：3人
生ごみ処理作業員：1人

令和2年度～

本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を下記の方法に
より、村民へ周知した。

・村広報誌へ掲載（5月号）

　本事業を実施したことにより、目標である午前・午後の2回のごみ収集を行えた。
　また、収集日数は255日であり、家庭内ごみを溜め込むことも少なくなり、地域住民
の生活環境が向上していると評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

基
金
造
成
額

基金残高
基金処分額 12,040,000

24,080,000

0

事　　　業　　　評　　　価　　　書

環境衛生施設維持運営事業

渡名喜村長

渡名喜村地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

円

0

12,040,000

24,080,000


